平成２９年度　第３回河原地域振興会議
（島根県中山間地域研究センター視察）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時　　平成２９年７月１９日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　島根県中山間地域研究センター
〔出席委員〕

竹田賢一会長、小谷加代子副会長、前田達男委員、中村佳紀委員、倉信　敬委員

坂本悦子委員、西尾　純委員、奥谷仁美委員、荻原元春委員、坂本綾子委員　以上１０名

〔欠席委員〕

楮原典子委員、河毛　寛委員

〔地域振興局　地域振興課〕

藤井中山間地域振興推進員
〔事務局〕

野際支所長、九鬼副支所長、平尾地域振興課課長補佐

会議次第
１　開　会
２　会長あいさつ
３　視察研修
（１）視察研修
「新たなコミュニティ、これからの中山間地域について

～地域づくりの取組例と小さな拠点形成について～」　【資料1】【資料2】

島根県中山間地域研究センター

地域研究スタッフ　東　良太研究員
４　その他
（1） その他

５　閉　　会

視察研修概要
河原地域振興会議では、地域の特色や地域資源を活かしたまちづくりや地域運営の仕組みづくりのノウハウを学び、持続可能な地域づくりを進めることを目的として、島根県中山間地域研修センターにおいて視察研修を行った。

なお、センターは、中山間地域の地域研究、農林業、畜産などの試験研究を横断的に実施し、研究成果を活かした研修、技術指導、情報提供などを行う、中国５県の共同研究機関である。
研修では、最初に平成２３年から平成２８年の人口の変化が今後も続いた場合を想定した、河原町の地区ごとの人口の現状と将来予測をデーターやグラフで分かりやすく説明していただいた。
次に、旧小学校区を基本とした小さな拠点づくりに取り組んでいる島根県の先進事例を伺い、各委員がそれぞれの地域で、今何をしないといけないのか、どうすれば地域が元気になるのかなどを考えるきっかけとなった。

また、研修当日の講師である地域研究スタッフの東研究員は、事前に河原町を訪問され、地域の方からの聞き取りなどを行い、河原町の現状を把握されたうえで研修にあたっていただいた。
○視察報告（視察を終えての委員の感想）
・先進事例では、それぞれ地域にあった活動をされており、河原町でも現状を見極め、将来に向かって一歩ずつ前進しなければと感じた。

・河原町に住んでいる人が、ここに住みたい。幸せだと感じられる地域づくりが必要だと感じた。そのためには住民一人一人の声に耳を傾け、形にしていくこと、例えば簡単なアンケート（困っていること、残したいもの、どんな河原町にしたいか）の実施など。また、まちづくり協議会役員の意識改革、共通認識を持つためにも研修会の開催を働きかけたい。
・人口推計の説明では、各地区とも人口流出と高齢化に歯止めがかからない状況で、耕作放棄地の増加や人口減により持続可能な集落運営が不可能となってきている。人口減少を食い止めるためには、子育て世代を取り戻すことが最重要課題となってくる。
　また、事業を進めるためには、中心となるリーダーが必要となるが、河原町では地区ごとのまちづくり協議会をフル活用し、取り組んでいくことが重要だと思う。
・河原町の５地区についての問題点や今後の展望について外部の視点で解説していただき、考えさせられる１日だった。
・河原町は工業団地などにより発展していく地域と過疎地域が混在しているが、地域振興会議の委員としては、地区にとらわれず、河原町全体の繁栄を考えることができればと思う。
・センターのパンフレットに書いてある「生命地域宣言」が、私たちが願って活動している精神と同じで、背中を押された感じがした。むら協の役員会に報告したいと思う。
・今後、高齢世帯が増えていく中で、集落をどのようにしていくのか、耕作放棄地が増え、景観が損なわれてくると歯止めがきかなくなるので、皆が協力していかなければならない。
・地域づくりの課題に気づくためには、このような研究機関のデーター分析も大切な要素だと感じた。まずは、風の人の力を借りながら地域づくりについて各世代の人たちが話し合える場が増えていけばと感じた。

・研究員の言われた「やる気運を作らないとスタートしない。」という言葉が印象に残った。

・研修の時間が少なすぎて残念だった。もう少し詳しく話が聞きたかった。河原町の地区それぞれがばらばらだと感じたが、それぞれの地区の良いところを認め、かかえる問題の解決のため助け合ったり協力する姿勢が必要だと感じた。
　また、子育て世代を取り戻さなければと痛感した。そのためにも帰りたくなるふるさと、そこで子育てをしたいと思えるふるさとにしなくてはと思った。Ｕターンする人を増やす方法を考えていかなくてはならない。
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